
１．がん医療　
（６）その他　②リハビリテーション

活動（アウトプットをもた
らす活動の内容）

結果（アウトカムをもたらすために期待される活動の結
果）

中間成果（目標アウトカムに資する中間的な変化）
目標成果（達成
すべき目標；あ

るべき姿）

1

県は、医療計画で規定さ
れた専門的がん診療施
設と連携して、がんリハ
ビリテーションの専門的
な医療従事者を養成す
る。

『がんのリハビリテーション研修ワークショップ』と『がん
のリハビリテーション研修会』の修了者が増加する。
・Ｈ２６年度には、５チームが研修会を修了している。
・Ｈ２９年度には、１５チームが研修会を修了している。

専門施設においてがんリハビリテーションの専任・専
従が勤務している。
・Ｈ２６年度には、すべての専門施設において、専任１
名が勤務している。
・Ｈ２９年度には、同施設において、専任１名、専従１名
が勤務している。

2

専門施設は、がん患者に
対して、質の高いがんリ
ハビリテーションを行う。

がん患者に対して積極的にがんリハビリテーションを行
う。
・Ｈ２６年度には、がん患者1,000名/年に対して行われ
ている
・Ｈ２９年度には、がん患者3,000名/年に対して行われ
ている

がんリハビリテーションを施行されるがん患者が増加
する。
・Ｈ２６年度には、がん患者の２０％にがんリハビリテー
ションが施行されている。
・Ｈ２９年度には、がん患者の５０％にがんリハビリテー
ションが施行されている。

がん患者の生
活の質の維持
向上を目的とし
て、必要な患者
すべてに、質の
高いがんリハビ
リテーションが
適切な時期に
行われている。


